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2017 年 11 ⽉ 19 ⽇（⽇）に武蔵野⼤学
しあわせフォーラムの第 2 回が開催されま
した。「幸せ×ダンス」というタイトルで、
3 名の講師をお招きしました。イギリスか
らダンスファシリテーター・振付家の
Diane Amans さん、⽇本でダンス教育に携
わってこられた⾥⾒まり⼦さん（宮城教育
⼤学 名誉教授）、⽇本の幸せ研究の第⼀⼈
者である前野隆司さん（慶應⼤学⼤学院 教
授）にお越し頂きました。 

今回の企画は、幸せに⽣きるためには、
物質的または経済的に満たされる以外に必
要なものがあるのではと考え、⽴ち上げま
した。ここで「なぜ急にダンス⁈」と多く
の⽅が思われると思います。ダンスは私⾃
⾝の専⾨領域で、幸せになるための秘訣が
多くあると、⾃分⾃⾝が踊ることや授業を
⾏いながら感じてきました。⾃分の⾝体に
⽬を向けること、⾃⼰を解放し気持ちを表

したりすること、⼈とのつながりを持ち協
働すること、これらを可能にするダンスは
現代を⽣きる私たちにとって⾮常に有益で
はないかと考えます。 

⾥⾒さんと Diane さんのダンスワークシ
ョップ、さらに 3 ⼈の講師の⽅々にシンポ
ジウムにてダンスと幸せの関連性について
お話をいただきました。前野さんは、幸福
をもたらす 4 つの因⼦（「やってみよう」・
「ありがとう」・「なんとかなる」・「あなた
らしく」の各因⼦）を紹介し、⾃⾝もダン
サーとして舞台で踊った経験があることか
ら、ダンスと幸福感のつながりについて話
をされました。⾥⾒さんと Diane さんは、
これまでの実践について写真や映像を交え
てそのねらいや内容を発表され、ダンスが
⼈々や地域にもたらす効果を考える機会と
なりました。実際のダンスワークショップ
は多くの笑顔や笑い声に包まれ、参加者の
皆さんの表情と⾝体がいきいきと変化して
いくのを⽬の当たりにしました。ダンスは
⼈にとってどのような活動か、それが幸福
感とどうつながっているのか、今後の研究
と実践にぜひ多くの関⼼をください。 
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